
厚生労働省「造血幹細胞移植医療体制整備事業」
造血幹細胞移植推進拠点病院

南関東・甲信越ブロック地域連携事業

日 時：令和７年３月２８日（金）１７:３０～１８:１５

場 所：参加者各施設（Web Meeting）
参加者：計２２名（うち開催関係者；５名）、 施設（埼玉２・千葉３・神奈川４・東京９・静岡０・沖縄０）

議 事

Ⅰ 本日のテーマ ：

● 2024年度の振り返り（山崎）
１年間の活動成果を振り返った。資料１参照

● 自己紹介（初回参加の方）
１名

● 小児ドナー用説明パンフレット（IA用ツール）作成について（三枝）
HCTCの活動を支えるお役立ちツール第二弾
近畿ブロック作成小児レシピエント用説明ツールの姉妹品としてドナー
用説明ツールの作成を予定する。完成イメージは資料２、３参照
小児ドナーに関わるHCTCの有志メンバーでプロジェクトチームを作成
上記について出席者より賛同あり
今後の予定：事務局・福田先生とミーティング、予算確保でき次第プロ

ジェクト始動へ。
● 分科会メーリングリスト（ML）作成について（三枝）
登録メンバー間のタイムリーな相談を可能にするため、本分科会MLを立
ち上げる。安全な相談環境を整備するため、連絡先リスト同意書にML登
録の項目を加え、運用ルールを守って利用する。資料４、５参照
上記について出席者より賛同あり
今後の予定：事務局より新たな同意書を登録者に送付。同意書を確認で

きたメンバーから順次、ML登録を行う。登録アドレスで配
信可能であることをテストした上で運用を開始する

● 次年度の活動について（三枝）
日時、内容について昨年同様とする。当番表は事務局で作成。資料６
参照
出席者より賛同あり

● その他
・認定試験結果
合格者；２名
不合格；1名

・ゲノム検査が保険診療になり遺伝子診療科との連携を期待されてい
るが、どのような連携ができるか？
血縁ドナーコーディネート開始時点から遺伝検査が予定される。パ
ネル検査をすることでHCTCに困りごとが出る可能性が高く、協働す
る医師が配慮している。ドナーやレシピエント、その子供にも影響
する可能性があるなど、倫理面で課題となる事案が想定される。困
りごとや成功例など、本分科会で共有していく。

Ⅱ 次回のミーティング開催日時
2025年5月23日（金）17：30～18：15
司会： 、書記：
議題；HCTC配置状況の確認 2025年活動計画
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